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学部･学科別入学定員と教職員の構成 2010.5.1現在

学部・研究科名 学科・専攻名 入学定員 教員数
機械工学科 60名 8名
電気工学科 60名 9名
応用化学科 80名 13名
一般基礎 － 7名

小計 200名 37名
基礎工学研究科 基礎工学専攻 18名 －

合計 218名 37名

工学部

【教員】

専任職員 18名
パート職員（学生含む） 18名

【職員】

１.大学の概要



・世界的視野で物事を思考できる人間性豊かな科学技術者の育成

・波及効果の期待できる独創的・先進的研究の推進

・教育・研究と地域貢献が一本化した生涯学習の充実

１.大学の建学の精神とGPの目的

教育理念

教育方針

GPの目的：地域産業界のキーパーソン育成

地域社会の活性化

建学の精神：【理学の普及をもって国運発展の基礎とな
す】

１.教育プログラム



【目標】
・就職決定者に占める山口県内企業への就職者UP
・就職支援体制の構築による就職率UP

２.GP事業の取り組み

｢大学教育・学生支援推進事業｣
「地域連携に基づいたキーパーソンリーダー育成事業の構築」

【対策】
・キャリア教育の充実

・自立支援、求人管理システム導入による学生支援体制の構築

・地域社会とのネットワークの強化

キャリア教育図

２.GP事業の取り組み(キャリア教育）

・大学院ガイダンス
・研究活動
・受験対策

など など

など

・就職面接講座
・企業説明会への参加

・東京理科大学企業人会
　　による企業説明会

　　　　自己分析(1年)

公務員希望企業希望

適正診断テスト(3年)

・企業研究セミナー
・就職試験対策講座

・公務員受験（応用）講座

進学志望

・公務員受験（基礎）講座・企業分析講座
・エントリーシート講習会

・就職ガイダンス ・公務員ガイダンス

・就職マナー講座



２.GP事業の取り組み(キャリア支援プログラム)

２.GP事業の取り組み（段階的キャリア開発）

キャリア開発Ⅰ（学部1年生 選択科目）
目 的：『社会で求める能力を開発する』
目 標：① 社会で必要な「対人関係能力」を育成

② 積極的にチャレンジし、自分で考えて行動する自律人間の育成
③ 学生生活で取り組んでいく課題を明確化へ

キャリア開発Ⅱ(学部2年生 選択科目)
目 的：『「働く」という意味を理解する』
目 標：①生涯の仕事について早い段階から考える力

②広い視点で自分を知る力
③将来設計を明確化する力

「読む」「書く」「話す」能力向上



自立支援プログラムの構築

・コミュニケーション不足の学生
・心のケアが必要な学生
・職業意識が薄い学生
・自ら行動できない学生など

・キャリアカウンセラー
・心理カウンセラー

２.GP事業の取り組み（自立支援）

対応

自立 就職支援

内 定

２.GP事業の取り組み（求人管理システム）

企業訪問と連動した求人管理システム

学生の出身地域を意識した企業開拓

・首都圏（東京都、千葉県）
・中四国地域（岡山県、広島県、愛媛県、香川県）
・九州地域（福岡県、佐賀県、熊本県）
・山口県

企業
訪問

・募集要件
・重視する学科、女子学生の採用
・採用時に重視する能力、行動特性
などを大学HPで即情報を入手

求人管理
システム
導入

就職
活動



２.GP事業の取り組み（地域社会とのネットワーク）

地域社会とのネットワーク

・山陽小野田市内の主要企業
・山口県経営者協会
・山口県若者就職支援センター
・島根県石見地区
（４市：益田市、浜田市、江津市、大田市）

・就職支援
・地元産業界トップによる講演会
・工場見学
・研究成果の報告会
・インターンシップ

連携

場 所：小野田商工会議所
参加者：行政、企業関係者

高校、商工会議所
内 容
・教育・研究活動報告
・地元企業と連携した人材育成
・市民への貢献プラン など 塚本学長白井 博文 市長

教育・研究活動報告

地域産業界への教育・研究活動報告

地域産業界が求める人材や能力
を継続的に調査

大学の教育・研究にフィードバック

２.GP事業取り組み（地域社会とのネットワーク）



教職協働による就職支援体制

２.GP事業の取り組み（支援体制構築）

就職達成就業支援

就職支援活動の立案
・就職幹事会
・人材支援室

学生への対応 企業訪問
・就職幹事 ・就職幹事
・就職担当者 ・就職アドバイザー
・研究指導教員 ・就職担当者
・カウンセラー

学長
学科主任会議

検証
評価点検委員会

２.平成21年度 進路状況

【山口県出身者就職状況】
・山口県内 43.9％（前年度 26.7％）
・中国地方 19.0％（前年度 23.3％）
・首 都 圏 33.3％（前年度 46.7％）
首都圏就職希望者以外はほぼ全員が地元就職

卒業生の約3割が大学院へ進学

進路実績

就職率 90.0% （2010年3月）



GP終了年度

３.今後の取り組み課題

新たな就職支援

キャリア教育の
成果を検証

「就職支援体制」「キャリア教育」の
見直し・改善

新たな就職支援

３.今後の取り組み課題

GP：大学生の就業力育成支援事業
テーマ：「ものづくりから生み出すキャリア支援」

・本物の技術者育成プロジェクト
・ものづくり協働教育
・キャリア教育プログラム
・就職支援体制の強化
・地域産業界との連携

キーパーソン育成


